
                                令和７年４月 21 日 
 

令和６年・令和７年３月卒業の皆様へ 
 
                        京都府立京都すばる高等学校長 
 

日本学生支援機構令和８年度大学等奨学生（予約）の募集について 
 
 令和８年度に大学・短期大学及び専修学校（専門課程）に進学予定者の奨学金の申込み
について、下記のとおりお知らせします。申込み希望者は、７月 18 日（金）までに事務室
で申請書類一式を受け取り、下記の期限までに入力作業及び必要書類を提出してください。
不明な点は、京都すばる高校事務室まで問い合わせてください。 

 
記 
 

１ 申込みの主な手順       
  期限等については、「２ 書類配付及び提出期限」を参照 
 (1) 申請書類一式を事務室で受け取る。 

(2) メールアドレスとメールアプリ等の準備をする(メールアドレスの登録必要) 
  (3) 「給付奨学金案内」（青色冊子）と「貸与奨学金案内」（赤色冊子）をしっかり 

と読んで保護者と相談のうえ、希望する奨学金を決定 
 (4)「申込みのてびき」（緑色冊子）等を十分確認の上、申込み内容の記入及び提出 

書類の準備を行う。 
入力期間内に、スカラネット（インターネット）で申込入力 
※入力完了後、マイナンバー（申込者自身とすべての生計維持者の分）をインター

ネットから提出してください。 
(5)スカラネット入力完了後、１週間以内に必要書類（「申込みのてびき(青色)」P29～
を確認し、「奨学金確認書兼地方税同意書」と「申込者本人の身元確認書類」を専用
封筒に入れて郵便局から簡易書留にて日本学生支援機構へ郵送。 

※提出先が学校となっている書類は、該当する場合のみ学校へ提出 
 

２ 書類配付及び提出期限について 
  申込期間として３回設定されてますが、できる限り１回目または２回目の期間内に 

申込みしてください。（採用候補者決定時期が遅れる可能性が高くなるため） 
  (1) 申請書配付について 
   申請書類一式配付期間 ～７月 11 日（金）まで 
  ア １回目申込み・・・原則５月９日（金）までに受け取りに来てください。 
  イ ２回目 〃 ・・・原則６月 13 日（金）までに   〃 
  ウ ３回目 〃 ・・・必ず７月 11 日（金）までに      〃 
 (2) 入力期限・提出期限について 
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必要書類を 
スカラネット入力後 
1 週間以内に提出 

（日本学生支援機構に提出） 
 

申込みのてびき（青色）P29 を参照 

 
採用決定予定 
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1 回目

 

 

申請書類受取 
～５月 31 日（土） 

      
 10 月下旬  
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６月１日（日） 
～６月 30 日（月） 

      
 11 月下旬  

ウ
3 回目

 

 

７月１日（火） 
～７月 18 日（金） 

      
 12 月下旬  

  ㊟１回目のスカラネット入力期限内に入力作業が終わった場合でも、必要書類の提出
が遅れると２回目申込の扱いとなる場合がありますので、期限は必ず確認してください。
（２回目以降も同様） 



 
３ レポートの提出について（給付奨学金及び第一種奨学金） 
  学力基準（評定平均値 3.5 以上）に満たない場合で、「給付奨学金」「第一種奨学金」 

の申込みをする場合は、同封のレポートを記入のうえ、必要書類と一緒に提出してくだ 
さい。 

 
４ 奨学金を利用できる進学先（日本国内の大学・短期大学・専修学校 ） 
 学校の種別（課程） 給付奨学金 貸与奨学金 

大学（学部） 
短期大学 

国または地方公共団体より給
付奨学金の対象となることの
確認を受けた学校が対象。 
下記URL を参照。  (※１) 

対象 

 
専修学校（専門課程） 

下記 (※２)ＵＲＬの一覧にある学
校・学科が対象 

※１ 給付奨学金の対象となる確認を受けた学校の一覧（文部科学省 HP） 

   https://www.mext.go.jp/kyufu/support_tg.htm 

※２ 貸与奨学金の専修学校（専門課程）の対象となる学校の一覧（機構 HP） 
   https://www.jasso.go.jp/shogakukin/seido/kijun/yoyaku/senshu/gakkalist.html 
 
５ 注意事項 
 (1) 予約奨学生への給付・貸与が始まるのは大学等進学後です。 
  (2) 奨学金は給付奨学金以外は貸与です。「もらう」ものではなく「借りる」ものです。 
  奨学金の貸与を受けるのは生徒本人で、保護者ではありません。返還義務も本人にあ 

ります。奨学金貸与終了後は、必ず返還しなくてはなりません。返還が滞ると法的手 
続により返還残額を一括して返還せねばならなくなりますので、家庭の経済状況や生 
徒本人の人生・生活設計に基づき、十分考慮の上、学資として必要となる適切な金額 
を申し込んでください。返還免除の制度はありません。 

 

 

 奨学金制度や手続きに関する一般的なお問い合わせ電話相談窓口 
 日本学生支援機構奨学金相談センター 
 TEL:０５７０－６６６－３０１（平日９時～20 時） 

 

 


